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The purposes of this study are following two points; (1) to report a practice of “CLIL 
Taiiku” in elementary school, (2) to clarify achievements and issues of the practice, 
and the possibility of “CLIL Taiiku”. “Taiiku” means physical education in Japanese, 
and the reason why we use Japanese word is to look for Japanese way for CLIL in PE. 
Specifically, the practice was carried out for 6th and 5th grades. In order to clarify the 
results and issues of these classes, we conducted a group interview survey with 
teachers who practiced these classes and observers. The contents were analyzed using 
the KJ method (Kawakita, 1986). 
As a result, CLIL and “Taiiku” are compatible, and it can be suggested that “CLIL 
Taiiku” has a positive effect on community creation between pupil and pupil, pupil 
and teacher, and also teacher and teacher in the school. On the other hand, there were 
some issues about teacher, such as English level and burden on “CLIL Taiiku”. 
 
































2.1. CLIL とは 
*広島大学教育ヴィジョン研究センター教育研究推進員，** 広島大学大学院教育学研究科博士課程前期，*** 広島大学大学
院教育学研究科博士課程後期 








を当てていることが CLIL の方針といえる（Coyle 
et al.，2010；二五・伊藤，2017）。なお，本研究
では，これらの 4C を「CLIL における 4C」と総
称することとし，授業計画や調査，分析，考察を
行う際の視点として用いることとした。以下にそ















習者の思考を，LOTS（Lower Order Thinking 
Skills）と呼ばれる低次な思考から，HOTS




4）Community / Culture（協学・文化） 
 CLIL の授業は，ペアワークやグループワーク





















































2.3. 小学校における CLIL の実践 
先述したように，小学校で外国語活動が必修化
及び教科化されたことに伴い，小学校教育におい
















































 調査対象は，2019 年 9 月に，A市立 B 小学校













5 名，そして B 小学校の教員が授業を観察した。





























り，④第 1 空中局面，⑤着手，⑥第 2 空中局面，





























































まとめ ○授業のまとめ  
 




































































4.1. CLIL 体育実践の成果 
 表 4 は，本実践の成果に関するグループインタ
ビュー結果を示している。大カテゴリーとして，
「Content」，「Communication」，「Cognition」，
「Community / Culture」，「CLIL 体育の可能性」





第 2 の大カテゴリ 「ーCommunication」に分類
された発言は合計 18個（9%）であった。このカ
テゴリーには，英語のスピーキングや学習成果に
関 す る 発 言 が 含 ま れ て い た た め ，
「Communication」と命名した。 









表 4 グループインタビューの内容とその分類（成果） 


































































































































































そして，第 5 の大カテゴリー「CLIL 体育の可
能性」に分類された発言は，合計 85個（41%）と
最も多かった。このカテゴリーには，CLIL 体育
の発展性や CLIL と体育の相性の良さ，CLIL 体
育が教師へ与える影響に関する発言が含まれてい
たため，「CLIL 体育の可能性」と命名した。 
なお，分析の詳細な結果は表 4 を参照されたい。 
 





の他」の 6 つに大別された。 
表 5 グループインタビューの内容とその分類（課題） 























































































第 1 の大カテゴリ 「ーCommunication」に分類さ
れた発言は，合計 5個（6％）であった。このカテ
ゴリーには，言語の難易度や言語能力の到達規準



























 なお，分析の詳細な結果は表 5 を参照されたい。 
 
5．考察 
5.1. CLIL 体育実践の成果（1）：4C に着目して 
5.1.1. Community 
 特筆すべき結果と し て ， 4C の 中 で も












































































































5.2. CLIL 体育実践の成果（2）：教師に着目して 
本実践において，従来の CLIL の特徴である 4C
に加え，教師に関する以下の 2 つの中カテゴリー
が成果として表出した点は特筆すべきであろう。 








































ける 4C に関する課題」と，「4C 以外に関する課
題」の 2 つの課題が表出した。 






Communication では，①Language of Learning






































6.1. 本実践からみえた CLIL 体育の可能性 
本実践を通して，日本における CLIL 体育の
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